
した。開発目標とする超電導ケーブルの区間長を5 kmに設定
し，ケーブルの冷却特性，熱機械特性を等価模擬できる最小単
位を500 m長とした。500 m長は，超電導ケーブルの布設時の
ジョイント間隔（マンホール間隔）と考えることもでき，この
長さのケーブルを1ユニットと考えてジョイントでつないで
5 kmの長さとする。そのため，500 mケーブルでの挙動確認
によって，超電導ケーブルの全体システムへのスケールアップ
が可能となる。














